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調査日　素材生産協同組合　1月8日 (初市）

　明けましておめでとうございます。　今年もよろしくお願いします。

正月とは言え、七草が過ぎる頃になると、お供え餅や松飾が姿を消して、次の行事が始まる

素生協の原木市場は今日が初市である。　県森連はもっと遅い。

市に行ってみると、普段顔を合わせない様な買い方さん達が大勢来ていて、駐車場はいっぱいだ。

言うなれば新年互礼会の様な市だが、皆さん土場に散らばっているので、駐車場の割には

人の密度は低い。　人によっては他の市場で既に顔を合わせている人達もいるので、普段の通り

札を入れてすぐに帰る人も少なくない。

　市の内容はと言えば、国有林を中心に入荷は順調に伸びている様だ。

荷降ろし場には、「後から続けて入荷するからこの場所には他の荷を下ろさない様に」　と書いた

紙が貼られている土場が複数ある。　また「この材は次回の市に出るから乞うご期待」と言うものもある。

どれもみな国有林の様だ。　内容は3.0mの中目材が中心で、まぁ　売れ筋をしっかり押さえている。

国有林の材積は300㎥足らずの298㎥だが次回はもっと増えそうだ。

その内3.0mの中目材が63㎥　4.0ｍの中目材が66㎥　と言ったところだが、気になるのが

太さが28㎝以上でうえは40ｃｍを超える太さまで3.0mに伐っている材が多いという事だ。

これが一番量が多く、112㎥　程もある。　材積で言えば１本の材積が多い訳だから総材積が多く

なるのは当然だが、明細書を見れば、一目瞭然で価格が安い。

3.0mの中目材が　13,500円/㎥　で4.0mの中目材が　14,000円/㎥出ているのに対し　3.0mの太物は

11,800円/㎥と明らかに安い。　しかし太い物を細くする訳には行かない訳なので、どう伐れば

良かったのか？という事になる。　答えは一番最後の椪にあった。　

4.0mの太物として伐っていれば　12,500円/㎥と言う値が付いている。

中目材ほどの人気は無いとしても、3.0m　で伐るよりは汎用性があるという事だ。

ここから先は結果論ではあるが落札者を見れば、ある程度の量を吸収できる買い方である。

但し　これは材積が多くても品質がある程度一定である国有林材だから「太い物は4.0mが良い」などと

単純に仕分けができるのであって、一般材の中には　4.0ｍ　で伐りたくても伐れない材も多くあるのも

事実である。　元から玉伐って行って、もう一玉4.0mに伐ろうとしたら3.5m付近から二股になっている。

とか　鳥害で穴が開いていたとか言う場合である。

3.0mの太物が出やすいというのは、今の造材方法ならではの事と思う。

プロセッサーで造材する場合は、元から長さを測ると同時に玉伐る。これは効率的な方法であり

ある程度の太さまでなら有効な進め方である。　しかし鋸断した後、次がどんな材になるのかが

プロセッサーで材を送って見なければ判らない。　かつてはある程度元玉が太い場合には伐倒した

後に尺棒と言うものを使った。1.8ｍとか2.0ｍの細い棒の先にチョ－クなどを付けて印が付けられる

様にした棒だが、これを伐倒する道具と一緒に持ち歩き、倒した木に印をつけてゆく。

その段階で瑕疵があれば、最低限でそこを避けて、玉伐る。　つまりあらかじめ元から先端まで

造材を計画してから玉伐りをする。そうする事で、大径木の元玉に出やすい目割れなどを取り除く

事ができる。みすみす4.0m材全部を”目割れ材”や”目切れ材”として扱われなくて済むのだ。



調査日　群馬県森林組合連合会共販所　1月13日

　こちらの市も今回は”初市”と銘打って行なわれていた。　材積もそこそこの量が出ており
本格的な出荷が始まって来たようだ。
県森連の初市は通常は　1月11日　に行われている。　昨年・今年と休日や祭日が絡み、今年は

13日の開催となった。正月気分も抜けている頃である。　かつては共販所の年始回りは初市が

終わってからであった。　初市が終わり、清算業務も終わった後になるので　1月下旬頃になる

事が多かった。　出荷者や買い方の所へ挨拶に行くと「今日はお揃いで何かあったかい？」

などと冷やかされたものであった。　私の代になってから、初市は現場の職員に任せて　仕事始め

の次ぐ日から１人で廻るるようになった。　「これでは後進は育てられない。」と思いながら　利根方面

から北から南に向けて順に1週間くらいかけて回った。　それでも七草の頃になると、かなり間の抜けた

挨拶になったものだった。　前橋からでも舘林は遠かったが、挨拶に廻るべき先は多かった。

今はコロナ禍の影響もあってか、それを理由にしてか挨拶の簡素化が進んでいる。

　初市と言っても普段の市とそう変わり映えは無いだろう。などと思って行ってみると、珍しく玄関前の

１号土場には巨大な広葉樹が並んでいた。

主に　クリ　と　ミネバリ　だったが　ミネバリ　は　7.2m　太さは　58㎝　材積にして　2.5　㎥ を超える大物であった。

その他はほぼ２．１ｍ造材だ。　曲がりの多い広葉樹の造材としては適切だと思う。

 ミネバリは明細書の中では”ミズメ”と表示されている。　この木は古代から様々に使われてきた。

そのせいか様々な呼び名を持っている。　”ミズメ”或いはミズメザクラ”と呼ばれるのは樹皮の繊維が

横に走りサクラの様な皮目を持つところからきている様だがサクラはバラ科に対してこの木はカバノキ科

である。　また”ミネバリ”はフルネームで言えば“ヨグソミネバリ”と言いこれはその独特の臭いから

来ているようで湿布薬の様な臭いがする。

その他”アズサ”とも呼んだ。　古代では、細い幹を使って、丸木の弓を作った。

　”アズサ(梓)弓”と言う名前でご存知の方もいらっしゃるだろう。

後に竹弓が出来ても、このアズサを芯材にして竹で挟んで強い弓が作られたほどだ。

材質は極めて硬くしかも強靭で狂いの少ない高級材である。　かつて山から木を搬出する時”木馬”

と呼ばれる　ソリ　に乗せて人力で引き出していた。木馬道と呼ばれる幅１mほどの道を作り全線に

亘って線路の枕木の様に小径木を敷く。　沢は橋を作って渡り、その全てが下りの道である。　積んだ

丸太の内　１本だけを前に伸ばして梶棒とする。これにワイヤーを巻き付けてブレーキとして滑らせて

降りてくる。大変危険な作業であったが、この時の　ソリ　の歯に使ったのがこの”ミネバリ”であった。

ミネバリやクリの他にはセンやサクラ・カキなども見られたが、いずれも不落札になっている。

WEB入札システム故に応札価格は判らない。　ここで札を入れた人たちはかなり本気で札を入れた

であろうことは充分に伺える品質の丸太だ。　しかし入れた札が、いくら足りないのか？あとどれくらい

出せば買えるのかが判らない。売る側にしても「欲しいとなればあとどれくらいつり上げられるのか？」

と言う駆け引きも生じない。

これはWEB入札の盲点でもあるが、売る側はWEB入札である故に全国で広葉樹業者が見ていて

問い合わせが来る。又は県外へ売り込みをかける。と言う目算がある様だ。

出荷者は森林組合という事だが、利根沼田方面だろう。　長材のミネバリの元を見てみると、

硬い木にも関わらず受け口・芯切り・追い口・ツルが綺麗に残っており、腕の良い伐採師が伐った事が

一目で判る。　「試しに出してみた。」　との事だが、WEB入札の効果を試してみたい。　という事だろう。

それには県森連も常時広葉樹を出して、買い方の注意を引き付けて置く必要がある。

そして県森連なりの広葉樹の相場を作って置く必要があるのだ。　WEBとは言え広葉樹がめったに

出ていない市場は見落とされる。「大勢の人が気づかない内に安く買ってしまおう。」と言う事もある。

入札にしろ競売りにしろ、大勢の買い方が競い合って本当の値が付くものだ。

10月に県森連がWEB入札に移行した時にも書いたが、広葉樹のWEB市場はかなり前に誕生している。

広葉樹業者はWEBを見渡して、全国の銘木を見張っている。そこで市場の認知度を上げて初めて

WEB入札の世界にに参入出来た事になるのだろう。


